










（７）結核対策特別促進事業

ア 目的

イ 事業内容

３）参加者：８０名
ウ 「結核患者服薬支援（DOTS）」

①医療機関とのDOTSカンファレンス

【四日市社会保険病院】 １２回

日 時：定例実施 毎月第１月曜日 午後３時～

場 所：四日市社会保険病院

参加者：四日市社会保険病院 結核担当看護師 外来看護師

桑名・鈴鹿・四日市市保健所結核担当保健師

対象者：四日市社会保険病院に結核にて入院中の患者

検討実人数  ６名（延べ１２名）

地域DOTS報告人数 １１名（延べ３９名）

地域DOTS終了報告人数 ５名
②ＤＯＴＳ支援
１）新規登録患者（３７条）の内、訪問あるいは所内面接を実施した者 １２名
２）登録患者で訪問および所内面接DOTS支援の実施

継続訪問あるいは所内面接を実施した者 ２名（延べ２７回）
３）連絡確認ＤＯＴＳ支援 対象者 ：１０名（延べ５０回）

エ 成果

オ 今後の課題と２３年度の計画

２）医療機関と地域との連携のもと、ＤＯＴＳを推進し服薬支援体制を整備する。

１）高齢者福祉施設職員や居宅サービス事業所職員等に対して、研修会等を行うことによ
り、結核対策の強化を図る。

平成２０年度・２１年度の高齢者介護施設事業者等へのアンケート調査を実施した結
果、結核についてはある程度学んではいるが、サービス開始に当たっては職員への感染を
心配し、DOTS支援についてもほとんど普及していないことがわかった。ついては継続した
普及啓発が必要と思われるが、参加者側の業務の都合もあり、既存の研修会の中での開催
を企画した。研修後のアンケートでは「在宅支援をするうえで必要な内容だった」「事業
所全体で感染予防について考える必要がある」「何度も繰り返し学習していきたい」等前
向きな意見が出された。このことからそれぞれの職員が、結核について学んでいきたいと
の思いがあり、今後も感染予防を含め、正確な情報と知識について啓発していくこと、ま
たDOTSに関しても職員の理解を得ながら普及を図っていくことが必要と考える。

ＤＯＴＳ支援については、入院時から本人に面接を行うことで信頼関係を築くことがで
き、また、定期的にＤＯＴＳカンファレンスを開催することにより、医療機関と保健所間
の連携強化が図られた。

介護サービスを利用している在宅療養の方々への支援を行っている介護支援専門員の
方々に、結核について正しい知識を持ち、服薬の重要性、継続治療の必要性について理解
していただくことを目的とする。

２）対象者：三重県介護支援専門員協会桑員支部会員

１）講演会：「感染症（結核）について～結核ってどんな病気～」

３）DOTS支援を行ううえで、抗結核剤を処方する薬局の果たす役割は大きいため、管内で
結核指定医療機関となっている薬局に対し、アンケート調査を行い支援方法等について検
討する。
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